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研究成果の概要（和文）：本研究は、「技術進歩・経済発展に寄与するはずのよそ者とのつながりが、十分に構
築されないことがあるのはなぜか」、「地域内・国内の社会・経済ネットワークが密であることが政治的な排他
主義を生み、よそ者とのつながりを排除するのか」という問いを、インドネシア、ベトナム、エチオピアなどの
新興国の企業や農家のデータ、世界全体の企業のデータによって実証的に検証した。その結果、新興国が「中所
得国の罠」を回避するためには、規制緩和などによって政治的なつながりに端を発した閉鎖的な経済ネットワー
クの構築を抑え、よそ者との交流を促進することで開放的なネットワークを構築することが有効であることが明
らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Using firm- and household-level data from emerging economies such as 
Indonesia, Vietnam, and Ethiopia and firm-level data for a large number of firms in the world, this 
research examined two major questions: Why is it difficult to construct diversified social and 
economic networks that are likely to contribute to economic growth?; Do dense networks lead to 
political protectionism and further to closed networks? The results suggest that to prevent "
middle-income traps," emerging economies should dissolve closed networks stemming from strong ties 
between political and economic actors by deregulation and should promote diversified networks by 
facilitating ties with outsiders. 
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１．研究開始当初の背景 
 社会ネットワークが技術伝播や技術進歩
を通じて経済成長に及ぼす影響については、
すでに多くの研究がある。これらの研究のい
くつかによって、技術の普及やイノベーショ
ンが最も活発に行われるのは、自分や自分の
知り合い同士が深い信頼でつながっている
集団が、別の異質な集団、つまり「よそ者」
ともつながっている場合であることが明ら
かになっている。 
 しかし現実には、地域内や国内の同質的な
ネットワークを重視する集団が政治的な力
を持ち、よそ者とのつながりを排除すること
も少なくない。新興国において、このように
多様なネットワークの構築が阻まれる場合、
それが経済停滞、いわゆる「中進国の罠」を
引き起こす可能性がありうる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「①技術進歩・経済発展に寄与
するはずのよそ者とのつながりが、十分に構
築されないことがあるのはなぜか」という問
いに対して何らかの回答を与えようとする
ものである。この問いに対して、１で述べた
問題意識の下、特に社会ネットワークと政治
の役割に注目して、「②地域内・国内の社会
ネットワークが密であることが政治的な排
他主義を生み、よそ者とのつながりを排除す
ることがある」という仮説を立て、新興国に
おけるいくつかの事例を取り上げて実証的
に検証する。さらに、そのような状況が起こ
る条件や、そのような状況を克服するための
政策についても分析する。 
 
３．研究の方法 
（1）インドネシア、ベトナム、エチオピア
において中小企業や農家世帯を対象にした
フィールド調査を行って、特にその社会ネッ
トワークおよび政治経済的なネットワーク
を詳細にカバーしたパネルデータを構築す
る。そのデータを利用して、計量経済学およ
びネットワーク科学の手法によって、上記①
②について定量的分析を行う。 
 
（2）より一般的にネットワークの役割を分
析するために、新興奥を含む世界各国の企業
をカバーした企業レベルデータを利用して、
計量経済学およびネットワーク科学の手法
によって、特に上記①について定量的分析を
行う。 
 
４．研究成果 
（1） インドネシアの企業レベルデータの
分析によって、政治的なつながりが外国に対
する排他性を増長することが見出された。す
なわち、政府から許認可を得やすい企業は、
海外との取引が少なく、経営者の外国人に対
する信頼感が低い傾向にあった。さらに、海
外との取引が少なく、外国人に対する信頼感
が低い経営者は、自由貿易協定や外資企業に

対する反感が強い傾向にあった。 
 この結果は、企業と政治のつながりと保護
主義との悪循環が存在していることを示唆
している。すなわち、利権を伴う企業と政治
とのつながりが国内企業の保護主義を強め、
実際に保護主義的な政策が実行されること
でますます利権が増大し、企業にとって政治
的なつながりが重要になるのだ。実際、他の
東南アジア諸国にくらべても汚職が激しい
と言われるインドネシアでは、外資規制など
の保護主義的な政策が強化されつつあり、こ
のような悪循環に陥っている可能性がある。
さらには、この悪循環によって外国からの技
術伝播が弱まり、経済が停滞して中所得国の
罠に陥る可能性もある。その意味で、この結
果は政治と経済発展の相互作用を示してい
ると言え、本領域研究において非常に重要な
発見である。 
 さらに、同じくインドネシアの企業レベル
データによって、政治的なつながりがある企
業の方が国営銀行から融資を受けやすいこ
と、そのような企業はむしろ生産性が低いこ
とが示された。この結果も、インドネシア経
済が政治的なつながりから非効率的になっ
ていることを示している。 
 
（2）ベトナムの衣料産業において中小零細
企業を対象に 3 回にわたって行ったサーベイ
によるデータを利用して、企業のネットワー
ク形成の要因を分析した。その結果、一般的
には同じような属性の企業同士がつながる
傾向があるが、一部では異なった属性をもつ
企業同士がつながることもあることが示さ
れた。これは多様なネットワークを形成する
ために必要な heterophily（異類性）が一定の
割合で存在していることを示している点で
非常に重要な発見である。 
 さらに、企業の情報収集ネットワークや政
治的ネットワークが輸出振興セミナーへの
参加や輸出活動にどのような影響を及ぼす
かを分析し、これらのネットワークが必ずし
も企業の輸出を促進するわけではないこと
を見出した。この結果は、必ずしも企業ネッ
トワークが経済にプラスの影響を与えるだ
けではなく、政治的なつながりがそのような
負の影響を増幅することを示している。 
 
（3）インドネシア農村の調査を基にした研
究では、農民が地域外のよそ者との交流を持
つことで、新しい農業技術を取り入れる傾向
が強まることを見出している。これは、多様
なつながりによって人間の考え方が開放的
になることを示している。 
 
（4）新興国を含む全世界の企業のデータを
利用して、企業ネットワークがどのように形
成され、どのように企業業績に影響を与える
かについて分析した。その結果、国際的な共
同研究ネットワークがイノベーションを促
進する一方で、密なネットワークにはそのよ



うな効果がないことが見出された。また、災
害からの復興においては、地理的に多様な企
業とのつながりが役に立つこと、災害の被害
は国内のサプライチェーンを通じては被災
地外の企業にも伝播するが、海外企業との取
引がある場合には必ずしも伝播しないこと
が見出された。これらの結果はすべてよそ者
とのつながりを含む多様なつながりが企業
業績の向上に結びつくことを示している。 
 
これらの結果をまとめると、新興国が「中所
得国の罠」を回避するためには、規制緩和な
どによって政治的なつながりに端を発した
閉鎖的な経済ネットワークの構築を抑え、よ
そ者との交流を促進することで開放的なネ
ットワークを構築することが有効であると
いうことが言える。 
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